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青
色
は
空
や
海

に
溢
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
海
の
水
を

煮
詰
め
て
も
青
色

Ｖ
Ｒ
に
よ
る
「
国
宝
聖
徳
太
子
絵
伝
」
の
上
映

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
期
に
歴
史
資
料

館
も
聖
徳
太
子
関
連
の
企
画
展
（
12
月
11
日
ま

で
）
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
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を
手
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
赤
色
は
酸
化
鉄
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
そ
こ
ら
中
に
存
在
し
ま
す
。

赤
か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
が
情
熱
や
炎
、
血
、

そ
し
て
戦
争
な
ら
、
青
色
は
空
や
海
、
平
和
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。
青
色
の
顔
料
が
貴
重
だ
っ

た
よ
う
に
、
平
和
は
な
か
な
か
手
に
入
れ
る
の

が
困
難
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
え
ば
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
も
最
後
ま
で
開
発
で
き
な
か
っ
た
の
が

青
色
ダ
イ
オ
ー
ド
で
し
た
。
聖
徳
太
子
の
和
の

心
が
広
ま
り
、
い
つ
か
は
平
和
な
世
界
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

太
子
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

12
月
３
日
（
土
）
あ
す
か
ホ
ー
ル
に
て
太
子

町
主
催
に
よ
る
「
聖
徳
太
子
没
後
１
４
０
０
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当

日
は
基
調
講
演
と
し
て
法
隆
寺
管
長
古
谷
正
覚

師
が
「
聖
徳
太
子
の
心
と
信
仰
」
と
題
し
て
お

話
さ
れ
ま
す
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

赤
と
青

西
洋
絵
画
の
顔
料
は
青
色
が
大
変
高
価
で
し

た
。
赤
色
が
弁
柄
（
天
然
酸
化
鉄
赤
）
や
辰
砂

（
硫
化
水
銀
）
を
用
い
て
い
た
の
に
対
し
、
青

色
は
天
然
の
も
の
は
少
な
く
、
貴
石
の
ラ
ピ
ス

ラ
ズ
リ
を
精
製
し
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
を
使
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
金
よ
り
高
価
で
、
画

家
も
自
由
に
は
使
え
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

「
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
」
に
代
表
さ
れ
る
フ
ェ

ル
メ
ー
ル
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
ブ
ル
ー
が
有
名
で

す
が
、
裕
福
な
叔
母
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
と

も
い
わ
れ
ま
す
。

に
行
い
、
現
住
職
（
大
谷
康
文
）
は
引
退
し
ま

す
。
聖
徳
太
子
孝
養
像
の
御
衣
替
え
は
前
も
っ

て
行
い
、
法
要
当
日
、
披
露
し
ま
す
。
ま
た
、

平
方
、
福
田
の
法
伝
哉
も
奉
納
さ
れ
ま
す
。
檀

信
徒
の
方
々
に
は
個
々
に
案
内
状
は
差
し
上
げ

ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
御
参
拝
下
さ
い
。
詳
し
く

は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。
庫
裏
に

つ
い
て
は
、
同
月
21
～
27
日
も
公
開
の
予
定
で

す
。

コ
メ
デ
ィ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

一
千
四
百
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
一
環
と

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
式
芸
人
の
ぜ
ん
じ
ろ

聖
徳
太
子
一
千
四
百
年
御
聖
忌

11
月
20
日
（
日
）
聖
徳
太
子
一
千
四
百
年
御

聖
忌
、
庫
裏
落
慶
法
要
を
厳
修
し
ま
す
。
ま
た

新
住
職
（
前
岡
靖
文
）
就
任
の
晋
山
式
も
同
時

う
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
に
よ
る
太
子

町
国
際
コ
メ
デ
ィ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
２
が

11
月
11
～
13
日
ア
ス
カ
ホ
ー
ル
を
始
め
と
す
る

各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
も
チ
ラ
シ

を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

仏
教
講
演
会

四
天
王
寺
の
山
岡
武
明
師
を
お
招
き
し
て
仏

教
講
演
会
を
10
月
16
日
開
催
し
ま
し
た
。
令
和

元
年
に
法
隆
寺
の
大
野
正
法
師
に
お
話
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
当
初
年

１
回
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
２
回
の
み
の

開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
回
は
山
岡
武
明

師
に
聖
徳
太
子
の
絵
解
き

を
し
て
い
た
だ
き
、
ユ
ー

モ
ア
満
載
の
楽
し
い
お
話

が
聞
け
ま
し
た
。

(http://www.ikarugadera.jp/) 聖徳太子１４００年プロジェクト『たいしのＷＡ』とは、２０２２年に聖徳太子没後 １４００年を迎えるにあたり、太子の教えを守るため、みんなが輪（和）になって、ふるさと太子を盛り上げるプロジェクトです。

今
月
の
行
事
６
・
13
日
午
前
９
時
清
掃
17
日
午
前
10
時
ご
詠
歌
練
習
19
日
午
前
９
時
法
要
準
備
28
日
午
前
10
時
護
摩
法
要
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写真は書院上部の写真です。わか

りにくいのですが、右と左では質

感が違っています。今回の修復で

は、可能な限り、現状を残す方針

から、上之間、中之間、次之間の

の土壁の一部を修理前の状態のま

ま保存しました。全て、新しくす

ることは簡単ですが、一部でも古

い形式が残っていると、百年二百

年先の修復時に役立つはずです。

壁の保存

聖
徳
太
子
14
00
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ココ
ロ
つな
がる
「た
いし
のＷ
Ａ
」

ばんかるをどうぞ

現在発売中の「Ban

Cul（バンカル）」

秋号で聖徳太子と

播磨が特集されて

います。私（住職

大谷）の拙文も掲

載されていますの

で、本屋で手にとってご覧下さい。

フェルメール作

「真珠の耳飾りの少女」


